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レースのトートバッグを作る 

    会場：杉野記念館 
    日時：令和元年6月15日（土） 13時～15時  
    講師：森 淳子（元杉野服飾大学教授） 
    定員：10名 
    受講料・材料費：３,０００円 
 

 主催：杉野服飾大学・杉野服飾大学短期大学部 
     同窓会 す ぎ の 会 
 問合わせ先 ☎ ０３－３４９３－１５６６ 
 

 

『国土交通省 国土技術政策総合研究所』  

       

　ナガミヒナゲシはケシ科の一年草で春（4～5月頃）に紅色やオレンジ色の花を咲かせる雑草
です。冬の間は、ロゼットと呼ばれる背の低い草姿で過ごします。非常に強い繁殖力と種子の
発芽能力を持った危険外来種の一種です。1961年世田谷区で初めて確認され、以後、ほぼ日本
全国で繁殖が見られています。
　ナガミヒナゲシの蔓延を防ぐには、ロゼット状態の冬の時期に駆除することが肝要ですが、
春の花の時期にも抜き取る等、種子拡散を防ぐ運動にご協力ください。 

目立ってきました。
「ナガミヒナゲシ」

（投稿者：荒木 鈴江） 

（報告者：高橋 和宏） 

（情報提供：杉野 秀子）
 

 
ドレメ通りにも

区主催の[国総研]（つくば市）見学会に行ってきました。災害研究用のトンネル・橋梁・
下水道の模型など様々な道路関係の施設があり、日夜大規模な実験を行なっているところ
です。堤防決壊の仕組みについてのビデオは恐怖そのものでした。   

　研究所の方からは「被害を最小限にするため日頃
から準備し、訓練等に参加するなど情報を入手して
下さい。10年20年前と、周囲の環境・自分の体調は
全く違います。区や都からの情報にはよく目を通し
て新しい知識を入手してください」との説明を受け
ました。 

  「自分の命は自分が守る」余力があれば、「近所の
方を助ける」という【 自助・共助の精神 】をいつも
持ちたいものと、改めて肝に銘じました。

（ただし、無理は禁物） 

見学報告（3月7日）

 

 西会長（司会：佐藤）  

2019年度 夕陽会定時総会議事録（要約） 

開会挨拶 ：

閉会挨拶を省き、佐久間副会長の司会で、懇親会に移った。 

　今年初めての夏日。しかし夜になると気持ちのいい春4月22日、例年通り香港園において、
2019年度の夕陽会定時総会が、子供5名を除き大人の会員52名出席（昨年は42名）のもと
に開催された。それに先立つ4月15日に理事会が開催され、事前審議が行なわれ各議案は
役員会提案通り承認された。総会においても全て原案通り可決・承認された。

　●町会主催の防災訓練は、マンション雅叙苑と共同で行う予定。（6月2日）
　●敬老の日のイベントの対象者を60歳以上にする案で計画中。（9月16日） 
　●2018年度の予算執行に関して、大幅な繰越金の取り崩しがあったが、区からの補助金
　　の入金遅れであり、数か月以内にバランスが回復することの理解を得た。
　●子ども会は、この1年で16名増え、69名とますます盛況になってきている。 
　●風観測3か年計画（11か所）が終了するにつき、引き続き3年間の観測継続が行われる。  

　懇親会参加者は81名（子供12名・幼児３名を含む）となり、大人はゆっくり食べ・飲み
和やかな、子供たちは走り回るにぎやかな会となった。
 　例年のごとく大崎第一地域センターからの来賓佐藤和彦所長と、新任の鈴木則之副所長
からご挨拶を頂いた。（ちなみに、ご祝儀を頂戴したことを付記する）
　カトリック目黒教会宮下新神父他、アマゾンジャパン、東急コミュニティ－、大日本印刷、
ベスト・プロパティ、EASE各社様からもご挨拶いただいた。 

１．2018年度の活動につき、報告・承認（椎野） 
２．2018年度決算につき、塚田より報告・田中より監査報告・承認（２頁参照） 
３．2019年度新理事メンバーおよび役員候補の一括提案・承認（椎野 ３頁参照）
４．2019年度の活動につき　　
　　①一般活動計画の提案・承認（椎野） 　　
　　②敬老の日の祝賀について提案・承認（佐久間） 
５．2019年度予算につき、提案・承認（塚田 ２頁参照） 
６．その他 　　
　　①夕陽ヶ丘街づくり協議会活動報告（七沢 ３頁参照） 　　
　　②ナガミヒナゲシ撲滅の協力依頼（杉野 4頁参照）

2019 年 5月20 日発行（42 号 総会特集 ） 夕陽会広報部
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